
発行所 東京都港区芝2-20-12 友愛会館11階 ＪＡＭ本部内 〒105-0014 電話03-3451-2650 fax03-5440-7389

第195号

発行日 2024年3月25日

発行者 ＪＡＭシニアクラブ

地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

昨
年
11
月
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
福
島
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
総
会
で
前
佐
藤
代
表
幹
事
に

代
わ
り
代
表
幹
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｍ
福
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

設
立
か
ら
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
代
表
幹
事
に
な
る
と
は
思
っ
て

も
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
は
会

員
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
な
が
ら
会
員
拡
大
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

今
年
は
元
旦
か
ら
、
能
登
半
島
地

震
が
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
お

亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が

一
日
で
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る

よ
う
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
福
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

と
し
て
も
微
力
と
は
な
り
ま
す
が
、

復
興
に
向
け
協
力
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

福
島
も
「
東
日
本
大
震
災
」
か
ら

十
三
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
全
面
復

興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
。

復
興
に
は
公
的
機
関
の
支
援
が
不
可

決
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
全
体
と
し
て
今
後

も
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

以
前
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス

に
「
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
を
目

指
し
て
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
福
島
県
民
と
し
て
は

大
変
あ
り
が
た
い
意
見
で
し
た
。
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
作
業
完
了
は
最
長
で
40
年
は
掛

か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
漁
業

関
係
者
の
反
対
を
押
し
切
り
政
府
は

強
引
に
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
始
め

ま
し
た
。
中
国
の
禁
輸
を
は
じ
め
、

輸
入
を
禁
止
す
る
国
は
ま
だ
ま
だ
増

え
て
く
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
ド
ー
ム
８
個
分
と
も

い
わ
れ
て
い
る
除
染
土
壌
は
現
在
も

な
お
山
積
み
で
放
置
さ
れ
て
い
る
状

態
で
す
。

政
府
は
30
年
後
ま
で
に
福
島
県
外

で
の
最
終
処
分
を
法
定
化
し
ま
し
た

が
、
13
年
経
っ
た
現
在
で
も
方
向
す

ら
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
国
内
の
風
評

被
害
は
徐
々
に
払
拭
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
が
、
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
よ

り
更
な
る
風
評
被
害
が
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
大
規
模

な
自
然
災
害
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生

し
て
お
り
、
今
後
も
起
こ
り
う
る
自

然
災
害
に
対
し
て
自
身
と
大
切
な
人

を
守
れ
る
よ
う
他
人
事
と
思
わ
ず
に

災
害
へ
の
備
え
を
改
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

自
然
災
害
へ
の
備
え
を

深
刻
化
す
る
少
子
化
、
人
口

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
「
税
・

社
会
保
障
の
見
直
し
」
は
避
け

て
通
れ
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
は

今
後
の
医
療
、
介
護
、
年
金
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
な
ど

の
見
直
し
に
ど
の
よ
う
な
ス

タ
ン
ス
を
と
る
の
か
、
Ｊ
Ａ

Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
幹

事
会
等
で
十
分
な
議
論
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
議
論
を

重
ね
る
た
め
に
必
要
な
課
題

と
問
題
点
を
整
理
し
、
資
料

づ
く
り
を
行
う
「
政
策
課
題

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

（
正
式
名
称
・
政
策
制
度
の

課
題
と
問
題
点
を
整
理
す
る

委
員
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

２
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
本
部

会
議
室
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

シ
ニ
ア
三
役
６
名
と
地
方
シ

ニ
ア
、
女
性
幹
事
、
Ｊ
Ａ
Ｍ

総
合
政
策
グ
ル
ー
プ(

現
役)

な
ど
か
ら
６
名
の
専
門
委
員

が
出
席
し
、
「
政
策
課
題
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
の
第
１
回

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
木

村
副
会
長
を
座
長
に
選
出
し
、

冒
頭
大
山
会
長
（
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
か
ら
の

趣
旨
説
明
、
続
い
て
大
野
事
務

局
長
よ
り
グ
ル
ー
プ
の
構
成
、

委
員
会
の
進
め
方
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
高
齢
者
医
療
、
介
護
保

険
、
年
金
、
高
齢
者
の
生
活
実

態
、
介
護
労
働
者
の
労
働
条
件

な
ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
フ
リ
ー

ト
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

社
会
保
障
問
題
に
つ
い
て
知

見
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
の
議
論
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
問
題

点
が
絞
り
込
ま
れ
、
最
後
に
今

後
の
作
業
分
担
を
確
認
し
て
終

了
し
ま
し
た
。
第
２
回
は
４
月

26
日
に
開
催
し
、
作
業
状
況
の

報
告
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

２
月
22
日
（
木
）
、
構
成
組

織
・
単
組
、
地
方
連
合
会
か
ら

約
２
０
０
０
名
が
東
京
都
内
に

結
集
し
「
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
２
・
22
連
合
ア
ク
シ
ョ
ン

デ
モ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

退
職
者
連
合
も
年
金
・
医
療
・

介
護
制
度
の
改
善
に
向
け
、
現
・

退
一
致
の
取
組
み
と
し
て
30
名

が
参
加
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
も
大

山
会
長
、
大
野
事
務
局
長
の
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
デ
モ
行

進
に
先
立
ち
、
日
比
谷
大
音
楽

堂
で
出
発
式
を
開
催
、
芳
野
連

合
会
長
の
主
催
者
代
表
挨
拶
、

中
小
労
組
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
Ｍ

奈
良
機
械
労
組
の
一
木
あ
ず
さ

委
員
長
が
賃
金
引
き
上
げ
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。

そ
の
後
、
東
京
駅
方
面
に
向

け
て
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
冷
た
い
雨
が
降
り
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
、
「
み
ん
な
で
賃
上

げ
、
ス
テ
ー
ジ
を
変
え
よ
う
」

の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
の
声
が

夜
の
街
に
と
ど
ろ
き
わ
た
り
ま

し
た
。

主 張

Ｊ
Ａ
Ｍ
福
島
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

代
表
幹
事

高
橋

直

政
策
課
題
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
始
動

～
第
１
回
委
員
会
を
開
催
～

連合

連
合
ア
ク
シ
ョ
ン

デ
モ
に
参
加
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元
旦
の
夕
方
、
能
登
半
島
を

震
源
に
震
度
７
の
大
地
震
が
発

生
。
こ
の
被
災
に
対
し
全
国
の

皆
さ
ん
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
、
石
川
県

民
と
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

混
乱
か
ら
未
だ
覚
め
な
い
中

の
２
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
石
川
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ

デ
ィ
・
イ
ン
金
沢
ス
カ
イ
で
会

食
を
伴
う
「
新
春
の
つ
ど
い
」

で
、
各
組
織
代
表
な
ど
36
名
が

コ
ロ
ナ
後
久
々
に
交
流
。

開
催
し
て
良
い
も
の
か
悩
み

ま
し
た
が
、
「
被
災
さ
れ
た
方
々

か
ら
み
れ
ば
我
々
は
身
体
的
に

も
経
済
的
に
も
そ
し
て
日
々
の

暮
ら
し
に
も
、
ま
だ
恵
ま
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
私
た
ち
か
ら
元

気
を
出
さ
な
け
れ
ば
！
」
と
、

予
定
ど
お
り
開
催
し
ま
し
た
。

代
表
幹
事
挨
拶
の
あ
と
、
ご

来
賓
で
も
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ク

ラ
ブ
大
山
勝
也
会
長
か
ら
ご
挨

拶
と
研
修
会
講
師
を
頂
き
ま
し

た
。
講
演
内
容
は
『
介
護
保
険

制
度
の
改
訂
に
つ
い
て
』
で
す
。

(

当
初
は
県
の
福
祉
部
長
を
予

定
も
震
災
の
混
乱
対
応
で
不
可)

。

大
山
会
長
は
、
介
護
保
険
制

度
の
２
４
年
度
改
定
で
は
利
用

料
２
割
負
担
対
象
者
の
拡
大
や

要
介
護
１
、
２
の
見
直
し
（
介

護
保
険
か
ら
生
活
援
助
な
ど
を

外
す
）
が
次
期
改
定
に
先
送
り

さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。
ま
た
こ

れ
ら
の
改
悪
が
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
の
財
源
確
保
を
理
由
に

推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
食
事
会
の
前
に
代
表
幹

事
か
ら
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
』
現
状

の
語
り
と
、
今
年
度
の
主
な
活

動
方
針
と
し
て

①
会
員
拡
大

②
政
策
制
度
改
善
／
介
護
保
険

制
度
の
動
向
監
視
や
健
康
保

険
証
廃
止
反
対

③
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

『
組
織
内
候
補
・
郡
山
り
ょ
う
』

応
援
の
具
体
化
等
を
全
体
で
確

認
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
ま
ん
延
で
長

ら
く
中
止
だ
っ
た
食
事
会
は
、

お
酒
も
入
り
和
や
か
で
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
21
日
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

掛
川
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
静
岡
定
年
退
職

者
Ｏ
Ｂ
会
第
30
回
総
会
が
48
名

の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
塚
会
長
は
「
新
年
早
々
の

能
登
半
島
地
震
は
、
静
岡
県
に

と
っ
て
他
人
ご
と
で
は
な
く
、

防
災
・
減
災
を
も
う
一
度
考
え

直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま

た
政
治
不
信
を
払
し
ょ
く
す
る

た
め
、
２
０
２
５
年
の
参
議
院

選
は
Ｊ
Ａ
Ｍ
静
岡
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
」
と
挨
拶
。

２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
・

会
計
報
告
の
あ
と
、
２
０
２
４

年
度
活
動
計
画
・
予
算
計
画
と

Ｏ
Ｂ
会
規
約
の
一
部
改
訂
が
提

案
さ
れ
採
決
の
結
果
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
く

２
０
２
４
・
２
０
２
５
年
役
員

選
出
と
郡
山
り
ょ
う
の
推
薦
は
、

満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。規

約
の
改
定
は
、
会
員
の
加

入
要
件
を
組
合
役
員
以
外
に
拡

大
。
60
歳
～
65
歳
の
間
で
仮
登

録
も
可
能
と
な
り
、
お
試
し
参

加
が
で
き
る
。
２
０
２
４
年
度

の
会
員
拡
大
推
進
と
会
員
同
士

の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
活
動

が
始
動
し
ま
し
た
。

日
本
退
職
者
連
合
は
２
月
15

日
に
立
憲
民
主
党
、
国
民
民
主

党
、
公
明
党
、
２
月
20
日
に
社

民
党
に
『
２
０
２
４
年
通
常
国

会
に
向
け
た
制
度
・
政
策
要
求
』

の
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
次
国
会
で
は
、
年
金
・
医

療
・
介
護
に
関
す
る
法
案
審
議

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

年
度
予
算
に
と
ど
ま
ら
ず

多

く
の
論
点
に
つ
い
て

要
請
し

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
行
動
は
、
冒
頭
、
人
見

会
長
よ
り
各
政
党
に
対
し
て
要

請
行
動
の
主
旨
及
び
連
帯
の

挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後
、
岩

崎
副
事
務
局
長
よ
り
要
請
行

動
の
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

と
く
に
マ
イ
ナ
保
険
証
導

入
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
の
健

康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求

め
て
団
体
署
名
を
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、
今
年
12
月

に
廃
止
す
る
こ
と
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
も
Ｄ✕

等
に
反
対

で
は
な
い
が
、
移
行
に
あ
た
っ

て
国
民
の
不
安
や
関
係
職
場

で
の
混
乱
を
解
消
し
て
丁
寧

に
進
め
る
こ
と
を
求
め
て
、

地
方
議
会
か
ら
政
府
に
対
す

る
意
見
書
提
出
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
の
で
、
各
地

域
で
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
と
の
要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。

静岡

第
30
回
総
会
を

開
催

石川

被
災
の
中

新
春
の
集
い
を
開
催

代
表
幹
事
・
松
田
和
広

第
２
１
３
国
会
に

向
け
て
各
政
党
へ

の
要
請
行
動
を
展

開

退職者連合

２
０
２
５
年
参
議
院
議
員
比
例
代
表
選
挙
を
闘
う
「
郡
山
り
ょ

う
」
の
シ
ニ
ア
会
員
向
け
応
援
器
材
が
完
成
し
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
刷
り
の
表
・
裏
の
チ
ラ
シ
で
す
。
４
月
上
旬
に
地
方

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
送
付
し
ま
す
。
「
郡
山
り
ょ
う
」
を
応
援
す

る
シ
ニ
ア
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
郡
山
り
ょ
う
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ニ
ア
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向
け
チ
ラ
シ
が
完
成


